






















































































から黙殺 ることはできず また︑発給者不明とされてきた中世浜松関係文書がいずれも吉良氏発給のも と分かれば︑同氏による地域支配の内容や在地の実態をはじめ 守護との関係︑連動する都鄙の姿︑都鄙 間を結ぶ道などの諸相について 具体的 一つの実例として提示することができるはずである︒　
以下では︑観応擾乱を経て吉良・山名・大内氏ら武家の有力者た











































に︑斯波派と細川派との派閥対立が存在していた︒具体的には︑斯波父子 そして︑足利義詮 室＝足利義満 養母として幕政を左右した渋川幸子が斯波派の中心人物となって︑細川頼之・今川了俊ら細川派の人々と政治的に激しく対立していたのである︒　
では︑こうした派閥抗争が展開される十四世紀後半の中央政界に
おいて︑吉良氏はいかなる立場 あった だろうか︒結論からいえば︑同氏が引付頭人として斯波氏から採用されたこ らも窺えように 斯波派との関係 うもの 色濃く窺える である　


















や渋川氏とは姻戚関係によって強く結び付いてい 一方︑対する細川氏との間には同様の を窺うことができず︑斯波派の とより親しい間柄にあったと考えられる︒事実︑ うした関係は姻戚どまらず︑斯波氏は吉良氏を引付頭人とし 抜擢して政治的復権を遂げさせ︑吉良 に浜松庄を返付して経済的基盤をも保証するなど︑
実際にも斯波︱吉良両者は緊密な関係にあったことが確認できる︒こうした背景には︑両者がかつて直義派を形成した同志であったことなども関係していようかと思われるが︑いずれにせよ︑中央政界の派閥抗争において︑吉良氏が斯波派と色濃い っ ことは疑いない︒今川氏との関係　
以上のように︑十四世紀後半の中央政界において斯波派との関係






































































































































































































































































































































































































































































それとともに︑両者の関係は「京都」 ・ 「斯波氏」 ・ 「臨済宗夢窓


























































































































































































































（遠江国浜松庄鴨江寺領所務条々︑一つ︑検断使の乱入を停止し︑犯科人出来の時は︑寺僧の沙汰として其の身を召し渡すべきの事︑一つ︑寺用田雑役を免除せしむべきの事︑一つ 領田畠天役を免除せしむべきの事︑一つ︑寺領内殺生を禁断すべきの事 一つ︑別当を補すべからざるの事︑一つ︑立野立山の外 草木を制止すべからざるの事︑右︑条々幷びに報恩寺以下寺中坊敷等 先例に任せ沙汰致すべき 状件の如し）
20
Ｅ　吉良義尚袖判書下






















































































































































































































































































































































































































































































































































































開の新天地としてそのような遠江に注目した可能性が極めて高い︒その場合︑ 竜川周辺以東には既に斯波氏と組んだ大洞院の勢力が存在する以上 西 拠点を求める他なく︑かつ︑守護斯波氏とは対立関係にない者 庇護者とする必要があった︒このように見たとき︑華蔵義曇が吉良氏 して︑浜松に着目したのは至極当然な選択であったように思われるのである︒　
以上︑曹洞宗普済寺について見てきた︒先述した臨済宗授竜庵の












































の弱体化を回避すべく尽力した背景には︑管領の一角たる斯波氏を救うことで幕府の安寧を図ると同時に︑守護 る斯波氏 安定的な遠江支配を実現させることで自らの浜松支配の安泰を期すという思惑が大きかったものと考えられる︒吉良氏が斯波氏勢力の脆弱化を願っていなかった は明らかであ　
以上の事実を踏まえた上で︑十五世紀前半の浜松に禅宗勢力が浸





斯波氏による全面的な協力もあったも と想定される︒前章でも述べたように︑十四世紀後半 今川氏が遠江守護であった時代は︑同氏と対抗関係 ある斯波氏と緊密な関係に った禅宗勢力が遠州に浸透・拡大していくのは困難だったと考えられ︑事実︑それは失敗した︒中央では斯波派︑地方ではそのライバル細川派
（今川氏）
と




































認・指摘した︒かくして︑浜松の領主と てそ 支配の安泰を期すべく浜松の存する遠江 守護 務める との関係強化 延長図って吉良氏は今川氏と姻戚関係樹立に踏み切ったと結論付けた︒だが︑中央では斯波派と︑ 方では細川派
（今川氏）
と組むという


























































































島大祐﹃首都の経済と室町幕府﹄ （吉川弘文館︑二〇〇六年） ︑同﹃室町幕府論﹄ （講談社︑ 二〇一〇年） ︑ 山田徹「南北朝期の守護在京」 （ ﹃日本史研究﹄五三四︑
 二〇〇七年） ︑同「南北朝期の守護論をめぐって」 （中世後期研究










制の構造と展開﹄ 吉川弘文館︑二〇一〇年） 伊藤俊一﹃室町期荘園制の研究﹄ （塙書房︑二〇一〇年） ︑同「室町期荘園制論の課題と展望評論﹄七六七︑
 二〇一四年） ︑大藪海﹃室町幕府と地域権力﹄ （吉川弘文館︑













究会発表レジュメ︑二〇〇八年） ︑稲垣翔 書評﹃室町・戦国期研究を読みなおす﹄ 」 （ ﹃ヒストリア﹄二一一
 二〇〇八年） ︑川岡勉「書評﹃室町・戦
国期研究を読みなおす﹄ 」 （ ﹃史林﹄九二︱五
 二〇〇九年） ︑山本隆志「書










































15）  ﹃常楽記﹄ （ 群書類従 二九︑













阿部浩一 「中世浜松の物流と都市」 （ ﹃浜松市博物館報﹄ 四︑
 二〇〇一年）













































































37）  ﹃応永記﹄ （ ﹃群書類従﹄二〇︑























































51）  ﹃静岡県の地名﹄ （平凡社︑二〇〇〇年）一一五六頁︒
（







55）  ﹃蔭凉軒日録﹄文明十八 正 十八日条︒
（


















なお︑ 本棟札は 静岡県史﹄ では 「本銘文は検討の余地がある」 とされ （ ﹃静﹄
資六︑






























九一八頁） ︑ 比丘一元等結縁交名（ 「実相寺釈迦三尊像胎内文書」 ﹃愛知県史﹄資料編八︑











72）  ﹃不二遺稿﹄ （ ﹃五山文学全集 三︑
 一〇二一～一〇二二頁） ︒
（












































































 四四〇頁） ︑ ﹃九条家歴世記録﹄二︑
 六六頁︑
栄玄寄進状写（ 「徳川林政史研究所所蔵」 ﹃静﹄資八・補遺︑七五頁） ︑ ﹃看聞御記﹄永享四年十月十一日条︑ 吉良義尚袖判下文（ 「中村文書」 ﹃静﹄資六︑
 
















































山氏」 （同 室町幕府の東国政策﹄思文閣出版︑二〇一四年︑初出二〇〇〇年） ︑ 清水克行「ある室町幕府直臣の都市生活」 （同﹃室町社会の騒擾と秩序﹄吉川弘文館︑二〇〇四年 初出二〇〇二年） 呉座勇一「伊勢北方一揆 構造と機能」 （同﹃日本中世の領主一揆﹄思文閣出版 二〇一四年︑初出二〇〇七年） ︑同「室町期の守護と国人」 （ ﹃東京大学日本史学研究室紀要﹄一七︑













二〇一三年） ︑大藪海「中世後期の地域支配」 （ ﹃歴史学研究 九一一
 
二〇一三年）など 一国における守護と非守護勢力との協調関係を指摘する研究は現在多々見られるようになってきている︒
（
98）  
小川︑前掲注（
11）書︑四二九～四四七頁・四五六～四五九頁︒
（
99）  
前掲注（
90）書︑二一五～二三八頁︒
︻付記︼
　
花押・地図の掲載は︑静岡県歴史文化情報センター・鴨江寺・株式会
社ぎょうせい・宮内庁書陵部・浜松市博物館・東京大学史料編纂所・三重県環境生活部文化振興課県史編纂グループ・石水博物館からの許可を得た︒本稿は︑平成二十八年度科学研究費補助金（特別研究員奨励費） よる研究成果の一部である︒
